
４１、宮一熟田神事

東海遭Å拾参次

尾張国・愛知県名古屋市熟田区

魯海から６．Ｓｉａで馬偏皿富者に着く、里llは

長原雛の雌露なのでここで一拍t.ましょうか。

ちょうど集りの最中、見●しましょう。

廳難に鶴田神事とあ９ますが、鶴岡神官にこの

ような祭礼はないらしい、敬J11広重は何を根拠に

この●を鎗いたのか●ですが、美濃端方Sこは飾り

立て免凛着耳を神社に奉払Ｊるr 馬の屡j（おま

橋　本　たねひろ

工

Ξ四 Ξi
んと）という祭礼があり、今も姿を変えて美濃の一都に残っているそうな。

絵は暴れ罵に引きずられる有松紋りの半纏を着た男達の舅壮な姿、火を焚い

て迎える町衆､ 見物する旅人､ 右を押さえる熟田神富の大きな鳥居の圓です。

４２、桑名一七里渡口 伊身国・三重県桑名市

官會から伊勢湾を海路27. ６ｋｍ、「七里の渡し」

と呼ばれた渡し船は、伊勢圃桑名の湊に入ります。

験は２農の渡し齢が机を‘Ｆろし乗４に兼岸の準備を

しており、乗客の顔が歓人小さく見えています。

沖には千石船が走り、右に桑４植別４扇城が見えま

すが、今は石垣を残し公間になっています。

●にはないものの、右下隅の地面に伊勢神宮の一の

鳥居が立っており、その鳥居下から眺めた圖です。桑４名物は今も焼きハマ

グリで「その手は桑名の焼き蛤」はよく知られた言葉遊びです。

４３、四日市一三重川　　　伊身国・三重県四日市市

三重川を渡る旅人を爽風が襲う、會羽がまくれ

あがり、柵の手前の旅人は笠を飛ばされ、転がる

笠を慌てて追いかけている、手前に川舟がもやわ

れ、木々も大きく播らいでいる、奥に四日市の湊

が見えています。この僑を渡ると桑４から12. ７

ｋｍの四日市會に着きます。
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